
見学のしおり

開館時間
10月～3月　 9.30 - 17.00  
( 土・日曜日10.00 - 17.00 )
4月～6月　 9.30 - 18.30
7月・9月　 9.00 - 18.30
8月　 9.00 - 19.00
最終入場時間は、閉館30分前。
館員による解説を希望する場合は、
要予約〔＋１€〕。
閉館日は、1月1日、5月1日、
11月1日、11月11日、12月25日。

現在、この建造物は « アーチスト・レジダンシー » とし
て、空の見える部分を取り囲んだ厳格な建築が、修道院時
代同様、孤独な時間と共有の時間を豊かに過ごすべく使用
されています。

1973年から歴史建造
物国庫と仏文化省、
地方自治体の支援を
得て、この建造物は
アーチスト・レジダ
ンシーの役割を果た

しています：修復によって、国の文化事業の一役を
担う事が可能となりました。
現在、舞台文書ナショナルセンターは、3つの方針
に基づいて活動しています：作家や演劇集団のレジ
ダンシーとして、芸術・教育・科学などのアーチス
トの協力による舞台や作品についての変化について
の研究や実験の場として、毎年7月に開催されるフ
ェスティヴァル・ダヴィニョンのスペクタクル上演
の場として、というものです。

十四世紀に
建設された
修道院の現在
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聖アンドレ要塞
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58 rue de la république
30400  Villeneuve lez Avignon
+ 33 (0)4 90 15 24 24 
accueil@chartreuse.org 

www.chartreuse.org
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このパンフレットは、IMPRIM VERT ( エコ印刷 )とフランスで認められた印刷会社が、植物性インクと60%
リサイクル用紙を使用して実現したものです。在アヴィニョン、ラフォン印刷所。

Avignon  g

Pont Édouard Daladier

Ja

f Nîmes - Les Angles

ラ・シャルトルーズ
�



祝福の谷のシャルトゥルーズ (La Chartreuse du Val de
Bénédiction) は、教皇イノケンティウス六世の意向により
建立された、シャルトルーズ会修道院でした。
1352年の教皇選挙によって選ばれたイノケンテウス六世
は、選出された後、かつて枢機卿として過ごしたヴィルヌ
ーヴ・レザヴィニョンの贅沢な枢機卿邸宅と土地をシャル
トルーズ会に寄進しました。最初の基礎となる工事は早々
に始められたもので、修道士12人の生活を想定して建設さ
れ、様々な恩恵に浴しています。例えば、礼拝堂のひとつは
マテオ・ジョバネッティによる装飾が施されていますが、
この画家は先にアヴィニョンにある十四世紀教皇庁宮殿の
フレスコ画を制作しています。イノケンティウス六世はこ
こに強い愛着を持ち、1362年に亡くなると、生前からの
希望でここに埋葬されます。その霊廟は、フランス革命の
際には場所を移されましたが、1959年に再び修道院内教
会に戻されました。イノケンテウス六世の意志は、パンプ
リュンヌの枢機卿である甥ピエールセルヴァ・ドモンティ
ラックに引き継がれ、1372年に聖ヨハネ回廊の建設によ
り完成します。
数世紀という時間を経る間に、修道院は更に素晴らしいも
のになりますが、17世紀前半に建築家フランソワ・デロ
ワイエ・ドラヴァルフニエールが装飾に携わった事は、そ
の美しさに大きな影響を与えています。建造物全体では、
３つの回廊を持つフランスで最大規模のシャルトルーズ会
修道院となります。
フランス革命で、修道院はばらばらに売られ、図書室やそ
の価値ある蔵書も散逸するという、重大な被害を被りま
した。
1835年、教会とフレスコ画の著しい破損が、当時歴史建
造物検査官であった作家プロスペール・メリメの注目を引
くところとなりました。メリメは間もなく、保護処置を始
めました。1909年、国は建築家ジュール・
フォルミジェに委任し修道院の修復に取り
かかりますが、第一段階修復事業は、元修
道院だった建物を徐々に買い上げていくと
いうものでした。
今日、ラ・シャルトルーズは、大部分が改
修を済ませ、調和の取れた建物のバランス
、回廊部分や崩れかけた教会後陣からもれ
る光の穏やかさや美しさなどが、人々を引
きつけています。

順路
緑地帯
入場可能緑地帯

修道士小室

聖具小室
教会参事室

イノケンティウス六世霊廟

教会
小回廊

ビュガド（旧洗濯場） 大回廊

フレスク画礼拝堂

死者礼拝堂

本屋/売店

桑並木
聖ヨハネ回廊

水屋

ヴァルフニエール門
入口

女人中庭

入場受付

Rue de l’Amelier（至聖アンドレ要塞 fort St-André）

Im
passe de la Bugade

Chemin des Chartreux

Rue de la République

剃髪室
牢屋

ティネル
スベクタクル・ホール

宿泊施設

シャルトルーズ
オリーブオイル
精油所

レストラン
『レジャルダンデテ』
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ラ・シャルトルーズの歴史

検察官庭

ビュガド庭

香草園

薬草園

聖アンドレ要塞

X

i

ph
ot

o 
Pa

sc
al

 B
ig

ot

©
 R

ég
in

e 
Ro

se
nt

ha
l  

ph
ot

o 
Ol

iv
ie

r G
ira

rd
-L

a 
Ch

ar
tr

eu
se

 

サロンドテ
『サンジャン』

立ち入り禁止


